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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、英語における時の解釈には、時制などの文内の要因だけでなく、談話、語用論的要因な
どの様々な要因が複合的に関わると考え、それらを組み込んだ包括的な「時の解釈理論」の構築を試
み、その枠組みの中で、具体的な時制現象の分析を行ったものである。英語の時制現象や時の解釈に
関わる問題に関しては、これまでも多くの言語学者によって様々な観点から研究されてきた。しかし、
それらの多くの分析においては、土台となる時制理論がその他の文法的要因とは独立して機能するこ
とを前提にしたものが多く、本来は、純粋に「時制理論」だけで扱うべき現象でないものまで、すべ
て自ら提案する「時制理論」の中で完結させようとする、ある意味、極端な時制理論(radical tense 
theory)の構築を試みる研究も存在している。本論文で提案する「時の解釈理論」の特徴は、先に述
べたように、時の解釈に関わる要因を、「時制」だけに特化させるものではなく、時制以外の時に関
わる要因をすべて組み込んだ、包括的な「時の解釈理論」であることである。この時の解釈理論に含
まれる要因は、時の情報を文法的に表す代表的な仕組みである「時制」を中心として、時の限定詞、
文が表す状況の類型、談話の要因、時間的視点、時間的焦点、語用論的要因の７つからなる。本論文
における時制現象分析の特徴は、文レベルと談話レベルに分けたことにある。2 種類あるとされる未
来構文の振る舞い方の違いや if 条件文の主節における will の振る舞い方に関しては、本論文で提案
する「時の解釈理論」の中でも特に、英語には現在時制と過去時制しかないとする「時制理論」とそ
の「時制理論」を土台にした「時制構造記述理論(SE 理論)」を使い、文レベルの時制現象として分
析した。一方、間接発話構文の補文の時制選択および since 構文の主節における時制選択の問題に関
しては、「時の解釈理論」の中でも、特に、談話の結束性を中心とした談話の要因と時間的焦点を中
心にした談話レベルの時制現象として分析し、談話の結束性を維持するように、時間的焦点の位置が
決定され、その位置に応じた時制の選択がなされると結論づけた。本論文で扱った 4つの時制現象は、
本論文で提案した「時の解釈理論」とそれを基盤とした「時制構造記述理論(SE理論)」が有効かどうかを判断
する試金石であり、結果として、それらの分析は、我々の包括的な時の解釈理論が、有効であることを示して
いると思われる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は時制と時の解釈に関して、新たな時制理論による時の解釈および談話における結束性とい
う観点からの新たな視点を構築したすぐれた論文である。序章では、本論文で提案する時の解釈理論
で重要な役割を果たすのは、談話の要因であるとし、文法研究の中で談話の要因はどのように位置づ
けられてきたかを紹介し、談話レベルを文法研究の対象とすることの妥当性を説明している。第 1
章は、時制を中心とした、英語における時の情報に関わる要因が時の解釈や時間選択にどのように関
わっているのかを明らかにしている。第２章は時制構造を考察している。まず、発話時(S)、出来事
時、（E）基準時（R）の３つの時点で過去時制、過去完了時制、未来完了時制など様々な時制を説明
できるとされる Reichenbach の時制論の問題点について論じた先行研究を紹介し、１つの時制につい
て複数の構造表記を認めたり、１つの基準時（R）だけでは説明できない例があったりすることが問
題であるとの鋭い指摘を行っている。第 3章は英語における未来時制構文を扱っている。未来時制に
は未来構文（PF 構文）と未来の状況の実現が発話時にすでに完全に決定されている、SF 構文と呼ば
れる構文の２つがある。新 SE 理論の立場では、２つの構文がどういう風に記述され、分析できるの
かを詳細に述べている。そして、結論として、PF 構文は will を含む典型的な未来表現文と同じ時制
をもつのに対し、SF 構文は時制構造としては現在時制と同じであるが、発話者の時の視点の移行が
おこり、あくまでも現在時制の特殊用法の１つとして用いられるとの考察を行っている。第 4章では
if 条件節における単純未来の will について検討している。第 5章は談話の観点から時制の照応現象
を説明している。これまでの研究の問題点を分析し、具体例を詳細に検討している。第 6章は since
構文の主節における時制選択についての考察で、since 節または since 句を従える主節は現在完了の
形以外はとらないと一般に考えられているが、それ以外の例もあることを示し、その理由の明確な説
明を試みている。本論文は時制と時の解釈に関して、新たな時制理論を構築し、そのすぐれた説明性
に高い評価を与えることができること、また談話における結束性という観点から時制の選択や時の解
釈を行うという視点は今後のこの研究分野に大きな視座を与えると確信できる。以上の所見により、
本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
